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Research Summary 
• MD 計算とポアソン方程式の数値計算により、分子モーターの力発生機構におけるクーロ

ン力の役割を明らかにした。 

• レプリカ交換アンブレラサンプリング法を用い、ミオシンには圧電応答特性が備わってい

ることを見いだし、ナノスケールでのエネルギー変換とその制御に圧電特性が用いられて

いる可能性を示した。 

• MD 計算によりミオシンには誘電応答特性も備わっていること、それが力発生機構に関与

していることを示した。 

• 一般化ボルンモデルにおけるエネルギー密度積分の積分範囲が荷電粒子間の静電引力に

与える影響を解明した。 

 

 


